        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    夢の「浮世」（江戸時代③）
２．単元目標      （１）「平和」の中で産業が発展し、とても豊かな楽しい社会（「浮世」）ができたことをつかむ。
　　　　　　　　　（２）しかしその「自由」な雰囲気の中でも、武士は厳しい身分制度の下で自由を奪われ、琉球やアイヌの人々は植民地にされ自由を奪われていたことをつかむ。
３．単元の指導観  江戸時代は支配階級による重い年貢と身分差別とにより、「暗い」抑圧された時代のように考えがちだが、事実は全く逆であった。年貢率は検地が長い間なされないことにより20％以下に下がっており、全国統一による全国的な公共事業の展開や全国交通・通信網の確立による諸産業の発展が、豊かな社会を作り出していた。そしてその中で商人で大名をもしのぐ冨を蓄える者も現れ、農民や町人の中には自由な生活を楽しむ風潮も生まれ、戦乱に明け暮れた「憂世」から、楽しい自由な「浮世」へと現世感も変わって行った。
　　　　　　　　　しかし、この「浮世」を充分に謳歌できない人々もいた。一つは武士であり、厳しい身分制度ゆえに自由もなく才能を生かす道もなく、幕府の統制の下で苦しい生活を強いられていた。また、琉球やえぞのアイヌの人々は、日本の植民地とされる中で自由を奪われ、重い年貢をかけられて苦しんでいた。
　　　　　　　　　　この単元では、江戸時代社会のこうした光と影をつかませて行きたい。
４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
憂世は浮世
１浮世絵を使用して、江戸時代庶民の大衆文化の一端に触れる。

２浮世絵を観察することを通じて、江戸時代庶民の生活がかなり豊かであったことを具体的につかむ（元禄文化の諸相）。

３「なぜ江戸時代の人々に暮らしは豊かになったのか」の単元の課題を提示し、各自仮説をたてる。

２
いつもニコニコ現金払い


１資料「越後屋呉服店の新商売大当たり」を見て、商業の発展のさまをつかむ。

２「なぜ新商売が可能になったのか」を考えることを通じて、江戸時代における都市の発展（３都も含む）と町方人口の増大の様子をつかむ。

３その背景には新しい城下町の建設による町方人口の増大があったことを知る

３


旅は道連れ世は情け（工業・流通・金融の発展）


１東海道中膝栗毛を読み、江戸時代庶民がしばしば旅行にでかけたことを知る。

２「旅行の流行」の背景を考えることを通じて、豊かな生活が背景にあったことと、交通・金融・流通のしくみが確立したことをつかむ。

４


日本列島改造
１江戸時代の農業・商工業の発展の様子を地域の発展のようすをもとにおおまかにつかむ。

２諸産業発展の原因を考え、その背景には幕府や藩の巨大な財政支出があったことを知る。

５


世の中に蚊ほどうるさきものはなし（武士のくらし）


１武士の暮らしと出世とは、「家の格」という「身分」によって、厳しく差別されていたことをつかむ。

２「格」に伴う出費により、大名をはじめ武士たちは収入に見合った生活ではなく、苦しい生活を強いられていたことをつかむ。

６
天は人の上に人をつくらず（かわた・ひにんのくらし）
１武士には服装など厳しいきまりがあったが、庶民にはそのような制限はなかったことをつかむ。

２しかし幕藩体制が揺るぎ始めると共に庶民の中の牛馬の死体処理をしていた「かわた」は、幕府によって「えた」と呼ばれ、服装の制限などを伴う規制と差別を受けるようになったことを知る。

７
日本の植民地
１「豊かな日本」の背景には、植民地「琉球」と「蝦夷地」とがあったことをつかむ。

２植民地とされる中で、琉球の人々は重い年貢と差別に苦しみ、蝦夷の人々は劣悪な交易条件の中で苦しい生活を強いられ続けたことを知る。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世①憂世は浮世

１．本時の目標　　①「浮世絵」に実際に触れることをつうじて、江戸大衆文化に触れる。

　　　　　　　　　②「浮世絵」から江戸時代の庶民の生活を推理し、前の時代に比べかなり豊かであることをつかむ。

２．本時の指導観　江戸時代の庶民はこれまでの戦乱の時代とは違い、平和を謳歌するなかで、かなり豊かな生活をおくり、「大衆文化」とでもいうべきものを生み出していた。この時間においては、代表的な「浮世絵」に触れ、そこに描かれた庶民の生活を手がかりとして江戸時代庶民の生活を推理し、それが現代にかなり近い豊かなものであったことに気づかせ、「なぜ江戸時代庶民は豊かな暮らしが出来るようになったのか」が、本単元の課題であることを提示したい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

「浮世絵」を見る

推理・江戸庶民の暮らし

絵から分かった庶民の暮らしについての考察

仮説の設定


絵を見ながら説明を聞く

自分たちの班にある浮世絵を観察し、わかることをみんなであげていく。

わかったことをノートに書く

各班の意見を発表する

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


浮世絵について簡単に説明

「江戸庶民の日常の暮らし（＝浮世）を描き木版で大量に印刷され安い値段で売られた」

浮世絵を各班に６枚提示。

資料集ｐ100・101の元禄文化を提示。

出てきたイメージを確認したあと生徒の感想を聞き、戦国・室町

時代と比較させる

「平和」だけではないことを示唆し、これが本単元のテーマの一つであることを示す。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世②　　いつもニコニコ現金払い

１．本時の目標　①江戸時代には現代のような安売り店が出現していることを知る。

　　　　　　　　②この背景を探る中で、江戸時代における都市の発展のさまをつかみ、その背景として兵農分離⇒武士の消費階級化⇒城下町の成立があったことをつかむ。

２．本時の指導観　江戸時代は日本の歴史の中で大衆社会が出現した第1期であった。３都をはじめ各地に大都市が生まれて町方人口が増え、そのことが巨大な大衆消費需要を生み出して商工業の発展をもたらした。江戸時代の新商法である越後屋の現金売りの実態とそれを成立させた背景を探ることを通じて、日本各地における都市の発展と、その背景である城下町の建設という、兵農分離と平和を背景とする大公共事業の展開に伴う時代状況をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

日本一の商人

新商法の実態をつかむ

新商法の背景を探る

どんな都市が多いのか

まとめ
日本一の商人越後屋の存在を知る

資料を読み、越後屋の商法が他の店とどう違うかをつかむ

各自の考えをノートに書く

班にして討論する

各班の意見を発表する

資料をもとに都市の性格を分析する

城下町の仕組みを資料にもとづいてつかむ

まとめの問題にとりくむ
資料集ｐ98「日本一の商人」を提示する

「新商法で大当たり」を提示する

「現金売り掛け値為し」と「庶民をあいてに商売」が大きな違いであることをつかませる。

大名売りから庶民売りへ転換できた背景には都市人口の急激な増大があったことを提示

（資料①都市の町方人口）

江戸をはじめ江戸時代に新たに作られた城下町が多いこと。村から切り離された武士の生活をまかなうために多くの商人職人が集められたことをつかむ。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世③　旅は道連れ世は情け

１．本時の目標　①江戸時代庶民の間には旅行がはやっていたことを知る。

　　　　　　　　②旅行の実際を知ることを通じて、旅行を可能にした交通網の整備や金融・流通の発展のさまをつかみ、その背景には年貢米の輸送や参勤交代などのために、幕府や諸藩が交通網を整備したことを知る。

２．本時の指導観　　江戸庶民の間には「お陰参り」などの神社・仏閣への参拝の形をとった旅行がブームとなっていた。十返舎一九の東海道中膝栗毛などは、この流行を背景として成立した滑稽本である。そしてこの背景には産業の発展による人々の生活の改善があるとともに、交通網や流通・金融が整備されたことも大きく寄与している。

　　　　　　　　　　この時間は東海道中膝栗毛を読みながら、当時の旅の様子をつかむとともに、それを可能にした当時の社会の様子をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

旅行の流行について

旅の実際を知る

旅の背景を考える

インフラ整備の背景を知る

まとめ
神社・仏閣の参拝という形をとった旅行が流行っていたことを知る。

資料を読んで当時の旅の様子を知る

ノートの問いに答えながら旅の様子をまとめて行く

各自の意見をノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する

背景として①年貢米の移動⇒大阪で売　買する　②参勤交代があったことをつかむ

ノートの問題に答えまとめる


教科書ｐ134・135の「街道と港」の絵を提示する

資料②「東海道中膝栗毛」を提示する。

ノートの問いにそいながら旅の様子をつかむ

　背景①生活の豊かさ

　　②街道の整備

　　③流通・金融の発展

②は幕府・大名が積極的に整備したことを補足し、その理由を考える

教科書ｐ130・131を提示して確認。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世④　　　「日本列島大改造」

１．本時の目標　①江戸時代の産業の発展の背景には、その基盤整備に幕府や大名が多くの財政支出をしてきたことを確認する

　　　　　　　　②この事実の背景を考えることを通じて、統一と鎖国による平和の維持が江戸時代の発展の基礎であったことに気づく。

２．本時の指導観　　江戸時代は「産業の世紀」といっても過言でないほど諸産業が発展し、資本主義的システムが発展した時代である。そして「大衆化社会＝都市化」の第一波が進展し、都市を中心とした大衆文化が栄えた時代でもあった。その背景は幕府による統一と鎖国とにより長い間平和が維持され、幕府や大名が産業の基盤整備に多額の資金を投入できたことによる。この時間は学区の様子とその発展の基盤を考えながら、幕府や大名の財政投資が産業の発展の基盤であったことを確認するとともに、その背景を考え、統一と鎖国による平和がその発展の条件であったことを気づかせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

地域の発展の様子を見る

発展の基盤を考える

全国的な「列島改造」のさまをつかむ

まとめ
資料を見て、

　①農村と街道沿いの町からなる。

　②久地新田が出来た

　③二ヶ領用水・横堤がある

豊かな農村と宿場町として栄えたことをつかむ

資料をもとに自分の意見を書く

班で討論する

各班の意見を発表する

全国的にこの地域と同じことが進められた事実をつかむ

自分の意見をノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題の答えを考えまとめる
資料④江戸時代の地域の様子を配布

①街道の整備

②用水路・堤防の建設・新田開発

③巨大都市江戸の発展が背景にあることをつかませる

資料集ｐ88・ｐ83を提示

鎖国＝平和に注目させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世⑤　世の中に蚊ほどうるさきものはなし

１．本時の目標　①江戸時代の諸産業の発展の結果、かなり豊かな自由なくらしができるようになったことを確認する

　　　　　　　　②しかし厳しい身分差別と、常に戦争に備えていなければならない武士は、この豊かさも自由も楽しむことはできなかったことに気づく。

２．本時の指導観　　江戸時代を通じた諸産業の発展は、豊かで自由な暮らしを実現した。このことは「浮世」という現世を表すことばによく表現されている。しかし「支配階級」である武士は、その内部の厳しい身分差別と、常に戦争に備えていなければならないという二重の重圧の下でにあり、この豊かさも自由も享受できなかった。「才能」を無視した「家の格」を主体とした任官制度。繰り返される軍役に備えた演習。この時間は武士の「武家諸法度」に縛られた暮らしを学ぶことを通じて、まさに武士にとっては「夢の浮世」が文字どおり「夢＝幻」であったことに気づかせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代がどんな時代であったか復習

武士の暮らしを考える

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

自分の意見をノートに書く

班で討論する

各班」の意見を発表する

「模範」として厳しい規律が求められていたことを知る

「才能」ではなく「家の格」で収入の支出も決まっていたことを知る

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題の答えを考えまとめる
「浮世」の言葉の意味を想起させる（資料集ｐ100・101を提示）

いくつかある中から今日は武士をとりあげることを補足

武家諸法度の存在に注目させる

資料⑤武家諸法度の変化を配布

資料⑥武士の中の身分制度を配布

戦に備えたものであることを想起させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
夢の浮世⑥　天は人の下に人をつくらず
１．本時の目標　①江戸時代の身分制度の中でも服装などの規制は武士のみで、庶民には基本的に規制はなかったことを知る。
　　　　　　　　②幕藩体制の強化の過程で、幕府・大名は、牛や馬の死体を処理していた「かわた」を「えた」という蔑称で呼ぶと共に、服装の規制などを行い、激しい差別のきっかけを作ったことを知る。
２．本時の指導観　　江戸時代を通じて、厳しい身分規制下におかれたのは武士のみで、庶民についてはほとんど規制はなかった。このことは「浮世」という現世を表すことばによく表現されている。しかし幕府・大名は幕藩体制の揺らぎとその強化の過程で、死亡した牛馬の処理をしていた「かわた」を「えた」という蔑称で呼び、「非人」とともに服装やさまざまな生活の規制を加え、差別的あつかいをはじめた。
　　　　　　　　　　本時は、なぜこのような差別的あつかいを始めたのかという問題を、推理し、考えさせたい。
　３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代がどんな時代であったか復習
「かわた」「ひにん」とは

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ
ノートに自分の意見を書く
各自の意見を発表する
資料をもとに

①厳しい服装規制や庶民との交わりの禁止の規制を受けていたこと

「かわた」は死亡した牛馬の処理「ひにん」はこじきであることをしる。

自分の考えをノートに書く

班で討論する
各班の意見を発表する
ノートの問題の答えを考えまとめる
資料⑦「かわた」「ひにん」の統制を提示

「えた」とは「穢れ多きもの」という意味の差別語であることをおさえる

生類憐れみの令により「穢れ」感が強化されたこと、神の奴隷であった彼らが神の保護を失ったことを補足する。

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世⑦　天は人の上に人をつくらず

１．本時の目標　①江戸時代の鎖国の中でも、日本は二つの「植民地」を持っていたことを確認する

　　　　　　　　②「植民地」の人々は、豊かな「浮世」を謳歌していた日本の中にあっても、厳しい差別と支配の下で、この豊かさも自由も楽しむことはできなかったことに気づく。

２．本時の指導観　　江戸時代を通じて幕府は武士には厳しい統制を課したが、庶民には基本的に自治を認め、内部の生活には干渉しないという方針をとっていた。しかし「植民地」とされた二つの地域では違っていた。蝦夷地では松前藩による貿易の統制と交換比率の改悪がアイヌの人々の生活を圧迫し、たまりかねて蜂起したアイヌを鎮圧したあとは、それぞれの村長による自治すら否定した。琉球は薩摩藩の統治下に置かれて役人の任免権すら奪われ、重い税によって苦しめられた。

　　　　　　　　　　本時は、なぜ二つの地域を征服したのかを考えながら、250年間の太平の中の植民地の問題を考えたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代がどんな時代であったか復習

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

資料に基づき、

①琉球・蝦夷は異国であること

②重い年貢・不利な交易で虐げられ、自治すら認められていないことを知る。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題の答えを考えまとめる
自治が基本であったことをつかませる（資料集ｐ84を提示）

植民地の存在に気付かせる

資料⑧琉球・蝦夷の支配を配布



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　なぜ江戸時代の人々の暮らしは前の時代と違ってきたのだろう？








「庶民」なのに服装などの規制を受けたのはどんな人たちか？








この地域が栄えた原因はなんだろう？








　　江戸時代の庶民が便利に旅行できるようになったのはなぜだろう？





自治を認められず、厳しい年貢のとりたてなどに苦しんだのはだれだろう？











なぜ幕府（薩摩藩）は、琉球・蝦夷地を征服したのか？。








江戸時代の庶民はどんな暮らしをしていたか？浮世絵から読み取ろう





なぜこの人々に対する差別がはじまったのか？。





　　　　　なぜ新商法が可能になったのだろう？








「日本列島改造」に巨額のお金をかけられたのはなぜか？





なぜ【　武士　】は「浮世」を楽しめなかったのか？








この「浮世」を楽しむことが出来なかったのはどんな人たちか？








なぜ幕府は、武士だけ厳しい規則・身分で押さえたのか？











